
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 103号 Ｒ５.12.20（水） 

県教育委員会では、児童生徒の学力向上に向けた取組の一つとして、「分かりやすい授業の実践」を掲げて

います。今回は、佐賀県内で特徴的な校内研修の取組を行っている浜玉中学校の丹野校長先生と平方研究主

任にインタビューをしてきましたので、その内容を御報告します。 

浜玉中学校の取組の内容 

実践 
紹介シリーズ 

丹野校長先生・平方研究主任へインタビュー 

 

Q１ 学力向上を意識して、どのような取組をさ

れていますか。 

A１ 唐津市教育委員会からの研究指定を受け、

指導計画に当たる「ラーニング・マウンテン」

を作成し、生徒にも配付することで、教師と

生徒が見通しをもって、学ぶことができるよ

うにしています。 

Q２ どのような成果が出ていますか。 

A２ 今後の学びの見通しをもつことができてい

るため、生徒の中には、自主的に先に予定し

ている内容を授業中や家庭学習において学ん

でいる子がいます。また、本校が取り組んで

いる「単元テスト」の実施により、評価・評定

が向上していることも成果の一つです。 

Q３ 先生方にとってはどうでしょうか。 

A３ 「ラーニング・マウンテン」を作成すること

で、単元や本時のゴール（身に付けさせたい

力）を意識した指導ができてきました。これ

まで以上に、目の前の１単位時間の位置付け

が明確になっています。 

常々言っているのが、作成はあくまでも手

段であるということ。作成を通して、生徒に付

けたい力を意識する、１単位時間相互の関連

を意識することが大切です。 

 

山頂（ゴールの姿）を意識した「主体的な学び」を目指す実践 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ラーニング・マウンテン」の考え方を

基にした指導計画の作成 

・単元の最終ゴールを山頂に見立て、スタ

ート（学ぶ前）からゴール（学んだ後）

にたどり着くために必要な学びを山頂

に向かう山道に計画的に配置していく。 

・１単位時間の授業ごとや単元ごとに作成

する。 

・学習指導案の代わりとしても活用する。 

・生徒のワークシートとして活用する。 

 

◆ 「単元テスト」の実施 

・５教科（国語・数学・社会・理科・英語）

において、単元が終わるごとにテストを

実施する。 

・単元の学びが終わった時点でテストを行

い、短いスパンで評価結果を指導改善に

生かす。 

・生徒は「ラーニング・マウンテン」で見

通せたゴールを意識し、学びを主体的に

行うことができる。 

「ゴール」を見据えた学びの充実 

【丹野校長先生】  【平方研究主任】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜玉中学校が取り組むラーニング・マウンテン（Ｌ・Ｍ） 

浜玉中学校の取組については、直接学校までお問合せください。 
今回のインタビュー内容はいかがでしたか。「もっと浜玉中学校の取組を知りたい！」と思われた場合は、 

丹野校長先生に直接お尋ねください。 

ＴＥＬ（０９５５―５６―６６５０） mail アドレス（tanno-itaru@education.saga.jp） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「生徒用ワークシート」にもなる

Ｌ・Ｍ （国語） 

 

・単元の最後に「付けたい力（赤

枠）」、そしてそれを踏まえた

「自分の具体的な単元の目

標」、「毎時間の振り返り」「単元

の学びの振り返り」を記載でき

るようにしている。 

 

家庭科のＬ・Ｍ 

 

・現在の生徒の学びの状況と単元

の学びで目指す学びの姿をそれ

ぞれ記載している。 

・３観点（知識・技能、思考・判

断・表現、主体的に学習に取り

組む態度）ごとの評価規準、そ

してそれらを単元のどこで評価

するのか記載している。生徒に

配付、共有する。 

【Ｌ・Ｍの作成を通して、単元をイメージする教師】 【Ｌ・Ｍを見ながら学ぶ生徒】 

L・M 

L・M 


